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11 月 26 日（水）議案上程
12 月   3 日（水）一般質問
　　     4 日（木）一般質問
　　     5 日（金）一般質問
　　     8 日（月）一般質問・総括質疑
　　   10 日（水）予算決算（総務文教・福祉保健）・総務文教・福祉保健委員会
　　   11 日（木）予算決算（市民経済・都市建設）・市民経済・都市建設委員会
　　   16 日（火）予算決算委員会
         19 日（金）討論・採決                             　　      

★９月定例会議ハイライト
 　一 般 質 問 　24 名の議員が白熱の議論を展開
 　議 案 審 議 　市長提出議案 42 件、請願２件
		  　  意見書案１件を審議

４分科会が市政課題を見つめ、改善提言を行いました。
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第 188号　令和７年（2025年）11月 20日 一般質問

（質問）　整備方法および整備スケジュールなどについて伺う。
（答弁）　つくば西スマート IC周辺地区産業用地整備事業における整備
方法については「地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基
盤強化に関する法律」を活用した、地区計画による民間施工の開発行
為である。整備スケジュールについては、現在、事業者を対象とした
サウンディング型市場調査を進めており、今後、公募により決定され
た開発事業者が用地買収や造成を進めていく。
（質問）　地権者への説明状況や、本事業に対する賛同率について伺う。
（答弁）　地権者への対応については、令和７年１月に地権者や地元区
長などで構成する連絡協議会が発足し、令和７年１月および４月に産
業用地整備事業についての地権者説明会を２回開催した。令和７年９
月１日現在、本事業に対する賛同率は、面積ベースで産業用地整備予
定面積約 74ha に対して、約 72.3ha で 98.6％となっている。
（質問）　どのような業種の立地企業を想定しているのか。また、企業
誘致による効果について伺う。
（答弁）　立地企業の業種については、製造業や情報通信業、物流業な
どを想定している。このような企業を誘致することにより、雇用の創出、
税収の増加など、地域経済の活性化を図っていく。
（要望）　産業用地整備地域の皆さま方の雇用創出や、固定資産税や都
市計画税などの税収の増加および道路や上下水道などのインフラの整
備を図り、地域経済の活性化のために尽力するようお願いしたい。
　このほか、高齢者などのごみ出し支援事業、高山橋周辺の道路改良
整備について質問した。

（質問）　令和６年４月１日の児童福祉法改正により市町村の努力義務
とされた子育て世帯訪問支援事業として産後の家事支援を強化するこ
とについての検討状況を伺う。
（答弁）　子育て世帯訪問支援事業については、令和７年７月から業務
委託を開始した支援対象児童等見守り強化事業と対象者および事業目
的が重複することから、令和８年度に支援対象児童等見守り強化事業
の内容や実施方法の検証を行った上で、令和９年度に家事支援などを
事業内容とする子育て世帯訪問支援事業の在り方を検討する。
（質問）　つくば子育てサポートサービス事業（通称「ファミサポ」）で
は、産後３週間まで家事援助サービスを提供している。産後の家事支
援を強化するため、この家事援助サービスの提供期間を拡充すること
の必要性と可否について、市の見解を伺う。
（答弁）　産後の家事支援の強化は、子育て世帯の負担軽減などの観点
から重要と認識している。家事支援の拡充については、現在の実施体
制の検証を踏まえ検討する。
（質問）　具体的な検討事項およびいつまでに検討するのかを伺う。
（答弁）　事業拡充のためには、産後３週間からどの程度延長できるか
や、サポーターの確保ができるかなどの検討が必要と考えている。令
和７年度末までに検討する。

　このほか、市民による通報システム、障がい者支援（集団健診・訪
問理美容）、空き地の樹木による生活環境被害、市職員の働き方改革（子
育て部分休暇）について質問した。

（つくばチェンジチャレンジ）

　産後の家事支援の強化を！
（質問）　令和７年度の主食用米の作付け状況は。
（答弁）　令和７年度の主食用米の作付状況については、水田の所有者
などから提出された営農計画書を基に算定した面積は 3,412ha で、令
和６年度の作付面積 2,835ha から 577ha 増加する見込みである。
（質問）　作付け面積が増えることにより、もみ殻の量も増えると推測
されるが、どのように活用、処分されているか。
（答弁）　もみ殻の処分方法については、市内の農業者や JAへの聞き
取りによると、田畑へのすき込み、畜産農家への提供、野焼きなどの
方法が取られていると伺っている。
（質問）　もみ殻について、つくばサステナスクエアで受け入れ可能な
場合の条件は。
（答弁）　もみ殻については、つくばサステナスクエアで、市内農家に
限り有料で受け入れている。
（質問）　我孫子市では、野焼きのクレーム対策として、クリーンセン
ターでもみ殻の無償受け入れを行っている。この処分方法について、
他市の現状を鑑み、本市も検討を行うか。
（答弁）　農業残渣の処理方法については、他市の状況なども考慮し、
庁内の関係部署と連携して調査研究していく。
（要望）　野焼きが簡単にできない現状を鑑み、市で対応するよう検討
を望む。
　このほか、部活動の地域移行、学校における熱中症対策、災害時に
おけるトイレの確保状況、ユースクリニックの運営状況、まつりつく
ばのごみの現状、生活保護について質問した。

木
きむら
村　修

しゅうじ
寿　議員

（Next つくば）

　お米に対する農業政策について

（質問）　市内の駅周辺部においては新しい住宅の建設が進む中、周辺
地域においては管理の行き届かない空き家がある。国においては「空
家等対策の推進に関する特別措置法」が令和 5年に改正され、各自治
体においても対策が強化されているが、つくば市においても地域特性
を踏まえた対応が求められている。以下伺う。①市内の空き家の状況
②管理不全に陥っている空き家に対して市が行っている指導や対策③
空き家の利活用を推進するための施策について
（答弁）　①平成 28年度の実態調査では、空家等が 1,439 件、うち管
理不全の空家等が 677件あった。令和４年度は、空家等が 1,181 件、
うち管理不全の空家等が 855 件あった。また、令和７年７月末まで
に 164件の通報などがあり、うち管理不全の空家等が 151件あった。
②管理不全な空家等については、文書や直接訪問により、所有者や相
続人への継続的な適正管理指導に努めている。令和５年に改正された
空家等特措法により、管理不全の是正勧告が可能になり、改善が見ら
れない場合は、固定資産税などの住宅用地特例を解除されることもあ
る。今後、法で規定される管理不全空家等を認定するための制度構築
を進める。③空家等の利活用の促進については、適正管理啓発冊子な
どの送付や出前講座を通じて、空家等について考える機会づくりを進
めている。また、空家バンク制度や空家活用補助金により、空家等の
売却や貸し付けを支援し、空き家無料相談会では、相続や売却に関す
る相談に対し、司法書士などの専門家から助言などを行っている。
　このほか、2026 年 4月から始まる自転車への反則金制度について
質問した。

樋
ひぐち
口　裕

ゆうだい
大　議員

（Next つくば）

　空き家対策について
（Next つくば）

　産業用地整備について

川
か わ く ぼ
久保　皆

みなみ
実　議員

中
なかむら
村　重

しげお
雄　議員
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第 188号　令和７年（2025年）11月 20日一般質問

（質問）　TX 駅周辺では PTAや自治会がなく孤立する子育て世代の声
もあり、所属したいと思える居場所づくりが重要だと考える。そこで
以下伺う。(1)PTA および自治会について①市内における総数② TX
駅周辺地域における分布状況③ TX駅周辺地域における自治会の増減
傾向について (2) 市内 TX駅周辺地域における子育て世代の孤独感や
地域的疎外に関する市の認識について
（答弁）　(1) ①市立小中義務教育学校におけるＰＴＡについては、小
学校は 32校中 27校、中学校は 14校中 11校、義務教育学校は４校
中３校で組織されている。市内における自治会の総数は、令和７年９
月１日現在で 598 である。②ＴＸ駅周辺地域の学校だけ見ると、小
学校は８校中４校、中学校は６校中４校、義務教育学校は３校中２校
で組織されている。ＴＸ各駅周辺の自治会数は令和７年９月１日現
在、つくば駅周辺が 20、研究学園駅周辺が 24、万博記念公園駅周辺
が４、みどりの駅周辺が 19である。③ TX駅周辺地域における自治
会の増減傾向については、過去 10年間でつくば駅周辺が４、研究学
園駅周辺が８、万博記念公園駅周辺が２、みどりの駅周辺が 11、合計
で 25増加している。(2) 子育て世代の孤独感や地域的疎外については、
ホームスタート事業や地域子育て支援拠点事業などの利用者から、頼
れる家族や知人が近くにいないことで感じているという声が届いてい
る。特にＴＸ駅周辺地域には子育て世代が多く居住しているため、そ
う感じる方は多いと考えている。

　このほか、TXとの連携について質問した。

（ワニナルつくば）

　TX駅周辺地域のコミュニティについて
（質問）　国道 125号つくば東バイパスの進捗状況と今後について伺う。

（答弁）　国道 125号つくば東バイパスについては、主要地方道筑西つ
くば線から一級河川桜川をまたいだ池田南交差点までの約１km区間
が令和２年度に事業化された。事業主体である茨城県土浦土木事務所
に確認したところ、令和４年度に池田地区の住民説明会を開催し、順次、
用地買収を進めており、現時点で９割以上の用地が取得できていると
のことであった。今後の予定としては、引き続き用地買収を進めると
ともに、令和７年度より用地が取得できている箇所から、順次、道路
改良工事に着手する予定とのことである。

（要望）　全区間 4車線化に向け、茨城県へ用地買収と優先整備への要
望活動を行うこと、都市計画の未決定区間（小和田地区～下大島地区間）
ルートの早期決定について要望する。

　このほか、道の駅構想の今後のスケジュールについて質問した。

（つくばクラブ）

　国道125号バイパス促進について

（質問）　芸術文化創造拠点ができる旧田水山小学校体育館は指定避難
所であった。体育館解体後、新たな施設が「指定避難所」としてどの
ように使われるか市の考え方を伺う。

（答弁）　旧田水山小学校については、現在も指定避難所に指定されて
いる。市民説明会でも避難所として利用できるようにしてほしいとい
う意見も多かったことから、災害時の避難所として使用できるよう、
収容人数なども含め、関係部署と協議を進めている。芸術文化創造拠
点の管理運営方法が市直営の場合、委託業務の場合、指定管理の制度
の場合のいずれの場合でも、災害時行動マニュアルに基づき、市職員
が災害対応と避難所対応を実施する予定である。

（要望）　令和元年に発生した台風 19号の影響でこのエリアは桜川が
越水し甚大な被害が発生した場所である。新たな施設の供用開始まで
に「指定避難所」としての詳細を近隣住民へ周知するよう要望する。

　このほか、特定外来生物キョンの対応、ペデストリアンデッキの安
全対策・利便性向上、つくばのおさけの振興などについて質問した。

小
こ く ぼ
久保　貴

たかし
史　議員

　芸術文化創造拠点施設の指定避難所について
（質問）　水泳授業が積極的に行われるようになったのは、1955 年に
小学生や中学生を乗せた紫雲丸が沈没し、多大な犠牲者を出した事件
が契機とされているが、近年、自校プールの老朽化などを理由に実技
授業が敬遠されつつある。その中で、みどりのプールがオープンしたが、
①その利用状況②水泳授業の目的③高齢者が利用しやすい施設にする
ための体制について伺う。

（答弁）　①みどりのプールの運用としては、夏休みなどを除く５月か
ら 12月の平日午前中に学校授業を行い、授業時間以外は一般に開放
している状況である。市内小中学校などにおける令和７年度の水泳
授業については、38校が自校のプール、９校が市営のみどりのプー
ル、１校が民間のプール、２校が自校プールと市営プールの両方を活
用して実施している。②水泳授業の目的については、文部科学省の水
泳指導の手引きでは、水の中で運動することは、陸上における各種の
運動と違う点を理解し、水泳運動で求められる身体能力を身に付ける
ことや、水中での安全に関する知的な発達を促すこと、さらに、水の
事故を未然に防ぐ論理的な思考力を育むこととされている。教育局と
しては、水難事故防止のための安全技能の習得であったり、体力の向上、
健康増進、そして何よりも水に親しむ楽しさを体験することが現在の
水泳授業の目的になっていると考えている。③プールの利用料につい
ては、市内在住、在勤、在学者の場合、大人 550円に設定しているが、
高齢者が利用しやすくなるように、65歳以上は 270円にしている。

青
あおき
木　真

しんや
矢　議員

（つくばクラブ）

　水泳授業の方針と市民プールの現状について

神
かみや
谷　大

だいぞう
蔵　議員塩

しおた
田　尚

ひさし
　議員

（つくばクラブ）
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第 188号　令和７年（2025年）11月 20日 一般質問

（質問）　マイナンバーカードの保有率は、総務省によると 2025 年 8
月末時点で人口の 79.4％になっている。保険証の他にも自動車運転免
許証との一体化や各種手続きなどの活用が進み、マイナンバーカード
の利便性が向上しているものと捉える。以下、市の現状を伺う。①マ
イナンバーカードの交付率および証明書発行時や医療機関でのマイナ
保険証利用率②マイナ救急の実証事業の展開予定および課題

（答弁）　①マイナンバーカードの交付率については、令和７年８月末
現在 95.0％である。また、証明書コンビニ交付サービスの利用率につ
いては、令和６年度は 39.9％である。マイナンバーカードの医療機関
での利用率については、令和７年５月現在、つくば市国民健康保険被
保険者で 40.1％、つくば市後期高齢者医療制度被保険者で 27.6％で
ある。②マイナ保険証を活用する実証事業については、令和７年 10
月１日から開始する。救急隊がマイナ保険証に登録されている傷病者
の情報を取得できること、また、円滑に搬送先医療機関を選定できる
ことがメリットである。課題については、傷病者がマイナンバーカー
ドと保険証のひも付けをしていない場合や、傷病者本人からの同意が
得られないことである。

　このほか、HPV検査の導入、避難所におけるトイレ環境の整備につ
いて質問した。

（公明党つくば）

　マイナンバーカードの活用で暮らしを便利に
（質問）　プレコンセプションケアとは、若い世代が将来の妊娠や出産
に備えるだけでなく、生涯にわたる健康を目指す取り組みである。妊
婦関連の課題は、低出生体重児の増加や妊婦の痩せ、高齢出産や基礎
疾患による周産期リスク、予期せぬ妊娠による虐待の可能性など多岐
にわたる。そこで国は、令和 7年 5月に「プレコンセプションケア推
進 5か年計画」を初めて策定した。以下伺う。①今後の普及・啓発②
市長の見解
（答弁）　①青のカフェでの啓発や、市 HP および保健センターなどで
のプレコンセプションケア・チェックシートの設置を行っている。こ
れらの取り組みを継続し、普及、啓発を進めていく。②プレコンセプ
ションケアは、子どもを望む、望まないにかかわらず、非常に重要な
ことである。そして、望む際にはさまざまなハードルが事前にクリア
されていることが重要と思うが、正しい知識は、意識して調べず、普
通に生活してしまうと入ってこないことも多い。その意味でも、青の
カフェを市として一つの基軸にし、悩みを相談しつつ、コミュニケー
ションを積み重ねるプロセスで、ライフプランについて視野を広げら
れるのではと思っている。青のカフェについても、筑波大学および市
内産婦人科医と連携し、開催場所を増やすことや、筑波大が主催する
ものを市として全面的にサポートするなど、取り組みを充実させたい
と考えている。今後もプレコンセプションケアを普及、啓発していき
たい。
　このほか、妊婦のための支援給付・妊婦等包括相談支援事業、救急
医療情報便ツクツク見守りたいについて質問した。

梅
うめざわ
沢　尊

たかのぶ
信　議員

（公明党つくば）

　プレコンセプションケアについて

（質問）　近年の猛暑の中、市内小中学校の体育館武道場への空調設置
率は０%である。今後の空調設置計画を伺う。

（答弁）　市内小中学校などの体育館や武道館への空調設備設置計画に
ついては、まず、令和 8年度に開校するさくら小学校の体育館に設
置する。既存の体育館や武道館については、整備手法や工事時期、工
事費用などさまざまな要件を検討し、令和 7年度中に設置方針を決
定する予定である。これまで武道館と体育館の長寿命化工事について
は、断熱、省エネなどは実施しているが、空調の整備は行ってなかった。
　今後、長寿命化計画に基づいて工事を実施していくが、体育館およ
び武道館の空調設備については、その工事を待たずに進めていく必要
も感じている。そういった意味で、令和７年度中に計画を作り、まず
はその計画に基づいて、スピード感を持った対応をしていく。

（要望）　守谷市では、（一財）LP ガス振興センターおよび（一社）都
市ガス振興センターの補助事業を活用し、ガスを使って発電できる自
立発電機能付きGHP エアコンを設置、令和７年度で全小中学校に設
置を完了する。これは、停電時もガス供給があれば空調が使用できる
仕組みで、避難所に設置するには最適である。他市の状況を研究し、
早急に設置をすすめるべき。

　このほか、高齢者・障がい者などの移動支援、小規模特認校、5歳
児健診について質問した。

篠
しのうち
内　幸

さちよ
代　議員

（日本共産党つくば）

　学校体育館など災害に強いエアコン設置を早急に
（質問）　近年の猛暑で高齢者の屋内熱中症が増加し、冷房を控えて重
症化する事例が後を絶たない。生活保護世帯や独居高齢者にはエアコ
ン未設置や電気代負担で使用を控えるケースがある。そこで、市内の
生活保護高齢者世帯のエアコン未設置状況の把握と、設置購入への市
の対応方針を伺う。

（答弁）　市内の生活保護世帯 1,094 世帯のうち、エアコン未設置の高
齢者世帯は約 30世帯である。生活保護受給世帯のエアコンの購入に
ついては、保護開始時にエアコンがない場合や、長期入院・入所後に
新たに単身で居住を始める場合などには、購入費用を支給することが
可能なため、設置の意向を確認している。エアコンが設置されていな
い世帯に対しては、ケースワーカーが家庭訪問時に生活状況や健康状
態を確認し、設置の意向や購入に向けた家計管理に係る助言や、生活
福祉資金貸付制度を紹介するなどの支援をしている。生活保護世帯へ
の光熱水費については、国の社会保障
審議会生活保護基準部会において、物
価高騰の影響を考慮した基準額が定め
られている。市としては、国が定めた
生活保護基準を遵守し、今後も適切な
保護の実施に努めていく。

　このほか、空き家対策、アライグマの鳥獣被害について質問した。

（公明党つくば）

　高齢者などのエアコン支援強化

渡
わたなべ
辺　峰

みねこ
子　議員

山
やまなか
中　真

まゆみ
弓　議員
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第 188号　令和７年（2025年）11月 20日一般質問

（質問）　つくば市下総広域農道 ( アグリロード ) の小貝川に架橋・
延伸を要望する総決起大会を開催し、実現を強く要望する陳情書に
30,992 名の賛同を得て、つくば市および常総市の両市長に提出した。
各周辺道路の現状と架橋・延伸に関する市の考えを伺う。
（答弁）　長峰橋と新福雷橋周辺道路の渋滞状況については、管理者で
ある土浦土木事務所に確認したところ、両箇所とも、少なからず通勤
時間帯の交通混雑が発生していることは認識しているとのことであっ
た。市としても、通勤時間帯の交通混雑が発生していることは認識し
ている。東西延伸・架橋することで期待できる交通の効果については、
つくば市・常総市相互のアクセスの選択が増え、利便性が向上すると
考えられる。経済効果については具体的な検証を行っていないが、距
離短縮により、利用者の利便性が高まり、社会全体の生産性向上が期
待される。今後の具体的な取り
組みについては、庁内関係部署
で協議を続け、それを踏まえて
常総市と連携し、国・県など関
係機関との相談などを行いなが
ら進めていく。

（要望）　早期実現を目指し、両市長と市民団体代表の方々とで県知事
に要望に行くように重ねて要望する。
　このほか、豊里ゆかりの森の活用について質問した。

（質問）　つくば市では令和 6年度に「ひきこもり等に関する実態調査」
を実施し、市内で 103 人のひきこもり状態の方を把握した。67.4％
が 10年以上の長期化状態にあり、8050 問題として深刻化している。
国の推計では市内に約 3,400 人のひきこもり状態の方がいるとされる
中、より効果的な支援策の検討が求められている。ひきこもりサポー
ト事業の活用や超短時間雇用など多様な働き方の創出による、より充
実した支援体制の構築について伺う。
（答弁）　国のひきこもりサポート事業の活用の可能性については、さ
らなる普及、啓発活動が必要であることから、SNS などの経費や相談
事業を委託した場合など、その経費について、補助金の活用を検討し
ていく。超短時間雇用については、社会の入り口としてのハードルを
下げる可能性の高いものと考える。長期間ひきこもり状態でいると社
会とのつながりが完全に失われてしまい、いきなり働くとなるとハー
ドルが高いが、まず短時間勤務をして、そこから少しずつ時間を延長
すると、自信がついていく。社会とのつながりをどれだけ増やしてい
けるかということが、行政にとって求められる非常に重要なテーマで
ある。先進自治体での取り組みを調査し、企業なども含め、市でどの
ような取り組みができるか検討していきたい。また、本市はスーパー
シティ型国家戦略特区として、超短時間勤務を目指し「OriHime」と
いうロボットを活用している。１人では障害者雇用の労働時間数に満
たない場合でも、ロボットを含め複数人でその仕事を賄うことによっ
て、その雇用につなげていきたいという思いがある。技術面と、直接
的な就労の場を含めて積極的に進めていきたいと考えている。

（つくばクラブ）

　ひきこもり状態にある方の支援の充実を
（つくばクラブ）

　アグリロードの小貝川への架橋・延伸について

（質問）　研究学園地区周辺では、住宅や商業施設の整備が進む一方、
生活道路の渋滞が課題となっている。特に学園の森エリアに位置する
市道 7-3019 号線では、夕方や週末に混雑が発生している。①渋滞の
現状把握と分析②改善策の検討状況③周辺施設との連携による今後の
対応の方向性について、市の見解を伺う。

（答弁）　①研究学園地区周辺の渋滞については、令和２年度に、現状
を把握するための交通量調査を実施した。この調査において、市道 7
－ 3019 号線は、大型商業施設や沿道店舗を目的地とした車両が集中
することに加え、右折による沿道店舗への出入りが渋滞の要因の一つ
であると考える。②市道 7－ 3019 号線の渋滞対策については、車両
の流入を減らすため、周辺道路に迂回を促す誘導看板を設置した。また、
交差点では、右折矢印信号の設置と、信号表示時間の調整を警察に要
望してきた結果、令和５年度に、東光台東交差点に右折矢印信号が設
置された。今後も渋滞緩和に向け、右折矢印信号の設置などを警察に
要望していく。③周辺施設関係者との連携については、右折による沿
道店舗への出入りが渋滞の要因の
１つと考えられることから、沿道
店舗に対し、左折による利用者の
出入りを促すよう、引き続き協力
を求めていく。

木
きむら
村　清

きよたか
隆　議員

　学園の森の渋滞対策について
（質問）　市長公約にある全天候型のこどもの遊び場の整備の進捗は？
（答弁）　全天候型子どもの遊び場の整備については、先進事例の調査
などを行いながら、民間施設との連携などを含めて検討を進めている。
（質問）　全天候型のこどもの遊び場を整備するに当たっては、中途半
端なものではなく、十分な敷地を確保して、しっかりとした整備を整
えていただきたいと考えるが、市長の見解を伺う。
（答弁）　自身の子育てを振り返り、雨の日などに行く場所がないとい
う課題は大きなテーマであったと思っているし、酷暑が続くと夏に外
で遊ばせることが難しくなる状況があると考えており、公約にも全天
候型の遊び場を入れている。その中で、全天候型の遊び場の在り方に
ついては、こども部ともさまざまな議論をしている。大きく立派な遊
び場を１つ整備する考え方もあるし、徒歩や自転車で移動できる範囲
にそのような施設が多くあることも、子育て世帯のニーズが非常にあ
ると感じている。既存の地域資源と組み合わせながら、本当の意味で
子育て世代が使いやすく、いざというときの行き場所になる施設をこ
れから考えていきたいので、そのような議論の中で、ぜひ議員からも
今後もいろいろ意見をいただきたい。

（要望）　子どもが思う存分遊ぶのに
十分な広さで検討してほしい。

　このほか、部活動の地域展開について質問した。

伊
いとう
藤　文

ふみや
弥　議員

（Next つくば）

　全天候型のこどもの遊び場を作って！

田
たしろ
代　優

ゆう
　議員小村　政文　議員

（つくばクラブ）

勝手につくば大使
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第 188号　令和７年（2025年）11月 20日 一般質問

（質問）　①国道 354 号の稲荷前の交差点から上横場の交差点までの約
3.4km の交通量の現状と問題点に対する市の認識②国道 354 号谷田
部バイパス整備の進捗状況を伺う。

（答弁）　①国道 354号については、通過交通や沿道に商業施設などの
立地が進み、慢性的な渋滞が発生している。現在、大角豆から稲荷前
区間の現道拡幅整備が進められているが、稲荷前から上横場までのバ
イパス区間については事業化されておらず、渋滞解消にはこの区間の
事業化が必要と考え、引き続き、当区間の早期事業化を県に要望して
いく。②国道 354号谷田部バイパスについては、事業中の陣場から上
横場までの約 2.1km区間において、事業主体である茨城県に確認した
ところ、約９割の用地取得が完了していることから、順次、工事を進
めているとのことである。

（要望）　以前に県道の除草に関しても質疑をしたが、「県の事業なので」
という感じがあった。文書だけの要望にとらわれず、谷田部バイパス
に関しても県の事業だからというではなく、使うのは市民だというこ
とを念頭において積極的な働きかけをお願いしたい。

　このほか、サイエンス大通りから榎戸の交差点に抜ける市道の今後
の整備予定、高校への進学、市の医療体制について質問した。

（Next つくば）

　国道 354 号の早急な整備を
（質問）　スクールソーシャルワーカー（SSW）は、いじめや不登校の
背後にあるより広い課題について家庭訪問、福祉制度とつなぐなどし
て解決をはかっている。令和６年度の相談件数および効果のあった事
例を伺う。

（答弁）　令和６年度の支援件数は 4,349 件である。SSWは実人数 16
人で対応しており、１人当たり約 271件である。事例として、登校で
きずに家に引き籠もっていた生徒がいたが、SSWが家庭訪問を繰り返
し行い、生徒や保護者と関わりを密にした結果、学年途中から登校で
きるようになり、最終的に進路を決定できたケースがあった。ほかにも、
学校だけでは解決できないさまざまな問題を抱える家庭に関わり、学
校や外部機関と連携してケース会議などを開催し、児童生徒や保護者
への対応を検討したり、医療機関や福祉機関とつないだりしている。

（質問）　SSW は委嘱という形態だが、その理由、また社会保険、交通
費などの支給について伺う。

（答弁）　交通費などの手当の支給はない。また、社会保険、共済保険
などの加入もしていない。現在の活動日および活動時間は、各 SSW
が学校などと直接調整している。活動の実態を勘案すると、勤務時間
を固定することが難しく、委嘱という形を取っている。

（質問）　学校外での活動も多い。携帯電話の支給についての考えを伺う。
（答弁）　一部の SSWからも携帯電話の支給を要望されている。今後
検討していきたいと思っている。
　このほか、水田のプラスチック肥料被膜殻の流出防止策、読み書き
困難児童生徒への支援について質問した。

榊󠄀原　アリーゼ　議員

（つくば・市民ネットワーク）

　スクールソーシャルワーカーの働き方支援

（質問）　子どもたちの放課後居場所事業にはさまざまなものがあり、
どのような在り方が望ましいか議論する必要がある。今後議論する考
えはあるか伺う。

（答弁）　現在実施している事業の状況を踏まえて、専門家や関係者の
意見も聴きながら方向性や在り方の検討を進めていく。

（質問）　教育大綱では「管理」から「自己決定」へという考え方の転
換を目指している。こうした教育大綱の理念に基づき教育委員会と子
ども部が連携して議論していただきたいが、どのように考えているか。

（答弁）　今後の放課後の居場所事業の在り方については、やはりみん
なで議論をするとともに、子どもたちの意見を聞くということは大変
重要なことだと考えている。学校も含めてしっかりと議論を進めてい
き、教育委員会としても必要なことがあれば、進んでやっていきたい。

（要望）　放課後の在り方を議論して
いくに当たり、一番の当事者である
子どもの意見もしっかり反映してい
ただきたい。

　このほか、市の空き家対策、既存の資源を活用した観光推進につい
て質問した。

あさの　えくこ　議員

（つくば・市民ネットワーク）

　放課後の居場所について在り方検討を
（質問）　近年、いじめの認知件数は増加傾向にあり、解消率は一定の
改善が見られるものの、相談にまで至らず苦しむ子どもが存在するの
が現実である。①市教育委員会が策定している「いじめ防止基本方針」
がどのように実施され、効果を上げているのか②重大事態発生時の協
議会・専門委員会の機能③相談窓口や SNS 相談の実態④被害児童生徒
への心理的ケアや学習支援の充実に向けた市の姿勢を伺う。

（答弁）　①学校生活アンケートの年２回の実施、相談窓口の設置と周
知、教職員研修の充実などを通じ、未然防止、早期発見・対応に努め
ている。認知件数は、教員の意識が高まり、法に基づき積極的に認知し、
対応した結果、令和５年度 1,706 件、令和６年度 2,389 件と増加した。
しかし、解消率は、早期発見・対応などにより、令和５年度 74.9％か
ら令和６年度 86.8％と向上した。②重大事態発生時は、いじめ問題専
門委員会が教育委員会からの求めに応じ、事実関係を明確にするため
の調査を行う。③市教育相談センターにて、対面や電話などで相談を
行っている。また、児童生徒が個人の学習端末から相談できるオンラ
イン相談窓口やこころの健康観察なども活用しているほか、県のいじ
め体罰解消サポートセンターや子どもホットライン、子どもＳＮＳ相
談なども周知している。④学校が児童生徒に適したチームで対応する
ことが重要である。心理的ケアについては、スクールカウンセラーな
どと連携した支援を、学習面では、個別の取り出し指導やオンライン
授業を実施するなど、個人の状況に合わせた支援を行っている。
　このほか、青少年の健全育成と支援策について、相談窓口や地域協
力体制、市の取り組みについて質問した。

（縁粋会）

　事件化されないいじめ 子どもを苦しみから守る

市
いちはら

原　琢
た く み

己　議員

川
か わ だ

田　青
あ お る

星　議員
さかきばら
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（質問）　つくば市では現在、生活協同組合やコンビニ、金融機関、ＪＡ、
郵便局、スーパーなど８つの民間事業者と見守り協定を締結している
が、県内の他自治体では電力会社、ヤクルト、新聞販売店、ガス会社、
宅配業者、水道事業者などとも連携し、より広範な見守り体制を構築
している。高齢者の命と暮らしを守るためには、地域全体で支える仕
組みづくりが不可欠である。市として、協定の拡充や見守り強化に向
けた取り組みと今後の方針を伺う。

（答弁）　地域見守りネットワーク事業の連携強化は地域の見守り活動
において大変有用と考えており、事業主体である社会福祉協議会と見
守り対象者の情報共有を始めており、今後も連携を強化していく。市
では高齢者を孤立から防ぐためのさまざまな取り組みを行っているが、
今後も引き続きこれらの事業を実施していくとともに、見守り支援を
強化するための新たな取り組みについても調査検討を行っていく。事
業者に対しても、高齢者が安心して
住み慣れた場所で生活を続けられる
よう、より多くの事業者に見守りに
関する協力をお願いしていく。

　このほか、旧つくば中央警察署の敷地の購入に対する市の基本的な
考え方および今後の方針について質問した。

（Next つくば）

　65歳以上独居高齢者の見守り支援策について
（質問）　持続する強い香りが人気の柔軟剤や合成洗剤、逆に消臭をう
たう各種化学物質が引き起こす「香害」と呼ばれる健康被害の実態を
探るため、専門家による初の全国規模の学術調査が行われた。その結果、
回答者の約１割の子どもが化学物質による体調不良を訴えていること
が分かり、香害は新たなシックスクール問題との報告がなされた。市
の結果概要と今後の対策は。
（答弁）　令和６年７月から同年９月に行われた「子どもの『香害』お
よび環境過敏症状に関する実態調査」では、全国で 8,012 名分、つく
ば市で 1,021 名分の有効回答数があった。結果は、つくば市は全国平
均より割合が低いものの、小学校高学年では、香害や化学物質過敏症
状の割合が全国平均より高い。調査の結果で香りなどで体調不良を訴
える児童生徒が一定数いることが確認できたことから、対策が必要と
考えている。既に貸し出し衣類の回収時に香りがあった場合の洗い直
しや、全教職員で化学物質過敏症の知識や化学物質過敏症の児童生徒
などの情報を共有している学校もある。先進的な取り組みをほかの学
校にも情報提供し、香害や化学物質過敏症に対する取り組みを進める。
（質問）　学校保健調査票を活用し、体調不良を書き込める項目を追加
するのはどうか。
（答弁）　現行の保健調査票に「健康上のことから学校へ知らせたい欄」
という自由記載欄がある。そのような欄を活用し、香害や化学物質過
敏症についても記入することができる旨の周知も検討したい。
　このほか、教職員などによる子どもたちへの性暴力をなくすための
取り組みについて質問した。

（つくば・市民ネットワーク）

　「香害」は新たなシックスクール問題

（質問）　当事者は周囲の無理解のため不登校などの経験率も高い。市
では 4年かけ全市職員と全教職員への研修を実施し、課題への理解が
進んだ。学校や教員へのアンケート調査も実施されたが、分かった課
題への対応状況を伺う。
（答弁）　調査からは LGBTQ+の児童生徒の存在認識の向上が確認で
きたが、LGBTQ+を扱う授業が指導計画の下に行われていないことや、
校内での相談しやすい環境を整備していくことが課題として挙げられ
た。令和６年度から市内全校に LGBTQ+の児童生徒に寄り添うため
の組織を設けており、その効果的な運用に努め、引き続き児童生徒が
相談しやすい体制づくりと適切な対応方法について研究を重ねていく。
（質問）　教員調査結果では、約 6割が授業用教材を求めている。学校
での対応や実践は、限定的な教員が頑張るのでなく、市内学校全体と
して統一的な授業案を導入し、授業計画に盛り込むなどして実際に進
めてほしいが、いかがか。
（答弁）　年間指導計画に盛り込むことは、非常に大事なことだと思っ
ている。ただ、新しいものを単に増やすという考え方では、もう既に
目いっぱいのカリキュラムとなっており、全体を見て整理することが
非常に大事な部分だと考える。なかなか学校だけでは困難なことであ
るが、カリキュラムは学校が編成しなければならないので、教育局と
して、しっかり学校を支援する方向で今後検討していきたいと思って
いる。
　このほか、子どもや若者のからだ・心・性の悩みに寄り添う包括的
性教育について質問した。

小
こ も り や
森谷　さやか　議員

　LGBTQ、研修・調査を生かした取り組みを！

飯
いいおか
岡　宏

ひろゆき
之　議員

（つくば・市民ネットワーク）

川
かわむら
村　直

なおこ
子　議員

（質問）　高エネ研南側用地について、データセンターは地域経済と関
係が無い。敷地の 1割を防災拠点として整備し、それを市が借りる契
約だが、契約期間は 20年間でその後の契約は担保されない。売却代
金はインフレで減価し続けている。一括売却は問題だと考えるが、見
解を伺う。

（答弁）　防災備蓄倉庫の賃貸借契約については、プロポーザル実施要
領で 20年と明記しており、その後継続して使用する際には事業者と
協議の上、継続も可能としているため、担保されていないということ
にはならないと考えている。これまでの繰り返しになるが、特に一括
売却については、令和３年の議会でつくば市土地開発公社が、総合運
動公園用地以外の用途で一部または全部を市外の第三者に売却すると
いうことの議決をいただいており、そのようなプロセスを経ているた
め、議員が指摘するようなことには当たらないと考えている。

　このほか、特別職の退職金廃止の制度化について質問した。

　高エネ研南側用地の将来計画について
（新・つくば民主主義の会）

酒
さか い
井　泉

いずみ
　議員
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第 188号　令和７年（2025年）11月 20日 議決結果

※所属会派は４月 16 日時点

報　告　案　件

【報告第 21 号】　令和６年度つくば市一般会計継続費精算について

【報告第 22 号】　令和６年度つくば市水道事業会計継続費精算について

【報告第 23 号】　令和６年度つくば市下水道事業会計継続費精算について

【報告第 24 号】　令和６年度つくば市健全化判断比率及び資金不足比率について

【報告第 25 号】　公益財団法人つくば文化振興財団の経営状況を説明する書類について

【報告第 26 号】　一般財団法人つくば市国際交流協会の経営状況を説明する書類に
　　　　　　　　ついて

【報告第 27 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 28 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 29 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 30 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 31 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 32 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 33 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 34 号】　専決処分事項の報告について

【報告第 35 号】　専決処分事項の報告について
　 案　件　名 議決結果

【認定第１号】　令和６年度つくば市一般会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　　ついて 認定

【認定第２号】　令和６年度つくば市国民健康保険特別会計歳入歳出
　　　　　　　決算認定について 認定

【認定第３号】　令和６年度つくば市後期高齢者医療特別会計歳入歳
　　　　　　　出決算認定について 認定

【認定第４号】　令和６年度つくば市作岡財産区特別会計歳入歳出決
　　　　　　　算認定について 認定

【認定第５号】　令和６年度つくば市等公平委員会特別会計歳入歳出
　　　　　　　決算認定について 認定

【認定第６号】　令和６年度つくば市介護保険事業特別会計歳入歳出
　　　　　　　決算認定について 認定

【議案第 28 号】　令和６年度つくば市水道事業会計未処分利益剰余金処分
　　　　　　　　及び決算認定について

原案可決
および認定

【議案第 29 号】　令和６年度つくば市下水道事業会計未処分利益剰余金処分
　　　　　　　　及び決算認定について

原案可決
および認定

【議案第 30 号】　令和７年度つくば市一般会計補正予算（第３号）について 原案可決

【議案第 31 号】　令和７年度つくば市国民健康保険特別会計補正予算
　　　　　　　　（第１号） 原案可決

【議案第 32 号】　令和７年度つくば市後期高齢者医療特別会計補正予算
　　　　　　　　（第１号） 原案可決

【議案第 33 号】　令和７年度つくば市等公平委員会特別会計補正予算
　　　　　　　　（第１号） 原案可決

【議案第 34 号】　令和７年度つくば市介護保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　　（第１号） 原案可決

【議案第 35 号】　令和７年度つくば市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

【議案第 36 号】　令和７年度つくば市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決

【議案第 37 号】　つくば市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
　　　　　　　　条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 38 号】　つくば市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する
　　　　　　　　条例について 原案可決

【議案第 39 号】　つくば市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
　　　　　　　　条例について 原案可決

【議案第 40 号】　つくば市職員旅費条例の全部改正について 修正可決

　　　　　　　　つくば市職員旅費条例に対する修正案 可決

案　件　名 議決結果

【議案第 41 号】　つくば市立保育所条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 42 号】　つくば市立児童館及びつくば市立放課後児童室条例の
　　　　　　　　一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 43 号】　つくば市保健センター条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　　ついて 原案可決

【議案第 44 号】　つくば市地域交流センター条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　　ついて 原案可決

【議案第 45 号】　つくば市産業振興センター条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　　ついて 原案可決

【議案第 46 号】　つくば市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　　ついて 原案可決

【議案第 47 号】　つくば市の地区計画の区域内における建築物の制限に
　　　　　　　　関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 48 号】　つくば市市民研修センター条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　　ついて 原案可決

【議案第 49 号】　つくば市水道給水条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 50 号】　つくば市下水道条例の一部を改正する条例について 原案可決

【議案第 51 号】　つくば市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
　　　　　　　　基準を定める条例について 原案可決

【議案第 52 号】　つくば市産業用地創出推進基金条例について 原案可決

【議案第 53 号】　市道路線の認定について 原案可決

【議案第 54 号】　市道路線の変更について 原案可決

【議案第 55 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 56 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 57 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 58 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 59 号】　財産の取得について 原案可決

【議案第 60 号】　令和７年度つくば市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

【議案第 61 号】　工事請負契約の締結について 原案可決

【諮問第１号】　人権擁護委員候補者の推薦について 適任

【諮問第２号】　人権擁護委員候補者の推薦について 適任

請　　　願 議決結果

【請願７第３号】　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持の
　　　　　　　　ための政府予算に係る意見書採択を求める請願 採択

【請願７第４号】　つくば市「生活保護業務等の不適切な事務処理」
　　　　　　　　の原因究明を求める請願書 不採択

意　見　書 議決結果

【意見書案第 2 号】教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持
　　　　　　　　  のための政府予算に係る意見書 原案採択

令和７年定例会 9 月定例会議議案等議決結果

意見書・
決議一覧

議案の審議
状況と
議決結果

請願
一覧

詳細は二次元コード参照
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第 188号　令和７年（2025年）11月 20日賛否一覧

議案等番号

つくばクラブ Next つくば つくば・
市民ネットワーク

公明党
つくば 縁 ワ 新 つ 日 創

伊
藤

文
弥

小
村
　
政
文

黒
田
　
健
祐

議
長

神
谷
　
大
蔵

小
久
保
　
貴
史
　

五
頭
　
泰
誠

木
村
　
清
隆

塩
田
　
尚

田
代

優

市
原
　
琢
己

樋
口
　
裕
大

中
村
　
重
雄

木
村
　
修
寿

塚
本
　
洋
二

飯
岡
　
宏
之

川
田

青
星

川
村
　
直
子

あ
さ
の
　
え
く
こ

小
森
谷

さ
や
か

梅
沢

尊
信

篠
内
　
幸
代

渡
辺
　
峰
子

榊
原
　
ア
リ
ー
ゼ

青
木
　
真
矢

酒
井
　
泉

川
久
保
　
皆
実

山
中
　
真
弓

高
野
　
文
男

認定第１号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

認定第３号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第 30号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第 37号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第 39号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

議案第 41号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第 50号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第 51号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第 52号 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請願 7第 4号 × × － × × × × × × ○ × × × × × ○ ○ × × × × × × × ○ × ○ ×
　
　 ※「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席。議長は可否同数の場合または特別多数議決の場合以外は表決に加わらない。
　 ※   会派名（議席番号順）　縁＝縁粋会　ワ＝ワニナルつくば　新＝新・つくば民主主義の会　つ＝つくばチェンジチャレンジ　
　　　　　　　　　　　　　  日＝日本共産党つくば　創＝創生クラブ
　 ※   議決日に欠席した議員　9 月 30 日　榊󠄀原 アリーゼ 議員

令和７年定例会 9 月定例会議議員賛否一覧

議会局 議会総務課
電話　029-883-1111（内線 6111 ～ 6114）
FAX　029-868-7635

つくば市議会の本会議と委員会は公開されており、
誰でも傍聴することができます。
議会の傍聴にぜひお越しください。

傍
聴
の
案
内

〇 発言内容表示ディスプレイを
　 傍聴席の前方に設置しています。

〇 �手話通訳・要約筆記をご希望の方は
　 傍聴予定日の７日前までに議会局へ
　 お申し込みください。

傍聴のご案内

 �傍聴についてのご相談は議会局にご連絡ください。

広 報 広 聴 委 員
委  員  長 川久保　皆実 委　　員 小村　政文

副委員長 青木　真矢 委　　員 中村　重雄

委　　員 川田　青星 委　　員 山中　真弓

委　　員 梅沢　尊信 委　　員 小森谷　さやか

〇 本会議（定例会議・緊急会議）の開催時間は生中
　 継をご覧いただけます。

〇 �本会議や委員会などの、各開催日の３日後（休日
を除く）以降から録画映像を視聴することができま
す。

議会中継
録画配信

配信ページ

つくば市議会だより
改善アイデアを募集中！
　市議会だよりの改善アイデアを気軽にお寄せいただけるよう
オンラインフォームを常設しています。

　右の二次元コードをスマートフォンまたは
タブレットで読み取り、フォームに入力の上
送信してください。

※つくば市議会 HP からも
　フォームにアクセス可能です。

 �つくば市公式 HP

全員協議会室に
ディスプレイを設置しました

　会議用ディスプレイを設置
することにより、会議参加者
および傍聴者に対し、採決状
況などの視認性を高め、円滑
な会議運営および開かれた議
会の実現を目指します。
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予
算
決
算
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会
で
の
で
の

審
査
審
査

総
務
文
教
分
科
会

福
祉
保
健
分
科
会

【
認
定
第
１
号
】　
令
和
６
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
　
　
総
務
費　

す
ぐ
対
応
室
に
要

す
る
経
費
に
関
し
、 

ス
ズ
メ
バ
チ
お
よ

び
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
駆
除
件
数
、
お

よ
び
調
査
件
数
に
つ
い
て

　
　
　

駆
除
件
数
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ

が
5
2
6
件
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
が

3
9
7
件
と
な
っ
て
お
り
、
調
査
件

数
4
9
件
と
の
合
計
件
数
は
9
7
2
 

件
で
あ
る
。

　
　
　

委
託
業
者
の
選
定
方
法
、
１

件
当
た
り
の
業
者
に
対
す
る
支
出
額
、

現
状
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
　

委
託
業
者
の
選
定
方
法
は
一

般
競
争
入
札
で
あ
る
。
１
件
当
た
り

の
業
者
に
対
す
る
税
込
み
支
出
額
は
、

ス
ズ
メ
バ
チ
営
巣
駆
除
で
、
高
さ
３

㍍
未
満
は
１
万
7
6
0
0
円
、
高
さ

３
㍍
以
上
は
２
万
9
0
0
円
。
ア
シ

ナ
ガ
バ
チ
営
巣
駆
除
で
、
高
さ
３
㍍

未
満
は
１
万
5
4
0
0
円
、
高
さ
３

㍍
以
上
は
１
万
8
7
0
0
円
、
調
査

は
5
5
0
0
円
で
あ
る
。
現
状
の
課

題
は
、
年
々
、
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
が

増
え
て
お
り
、
依
頼
の
件
数
が
30
件

を
超
え
る
と
、
受
付
当
日
中
に
駆
除

す
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

　
　
　

消
防
費　

地
域
防
災
推
進
に

要
す
る
経
費
に
関
し
、 

停
電
断
水
時
に

も
使
用
可
能
な
ト
イ
レ
は
、
ど
こ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か

　
　
　

停
電
時
断
水
時
の
両
方
に
使

え
る
ト
イ
レ
と
は
、
停
電
の
際
、
電

源
を
確
保
で
き
、
断
水
の
場
合
は
、

水
道
の
供
給
が
止
ま
っ
て
い
る
状
態

な
た
め
、
水
道
以
外
の
水
源
が
確
保

で
き
る
こ
と
の
２
つ
が
そ
ろ
っ
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
備

え
て
い
る
施
設
は
、
み
ど
り
の
プ
ー

ル
、
研
究
学
園
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
内
ト
イ
レ
、
香
取
台
交
流
館
内

ト
イ
レ
、
つ
く
ば
市
役
所
本
庁
舎
内

の
一
部
ト
イ
レ
で
あ
る
。
さ
く
ら
小

学
校
は
整
備
中
で
あ
る
。

　
　
　

教
育
費　

学
校
教
育
活
動
支

援
・
助
成
に
要
す
る
経
費
に
関
し
、 

芸

術
文
化
鑑
賞
・
体
験
事
業
に
関
し
て
、 

事
業
の
実
施
回
数
、
実
施
内
容
及
び

開
催
場
所
に
つ
い
て

　
　
　

実
施
回
数
は
学
校
に
も
よ
る

が
、
各
校
１
回
か
ら
６
回
ほ
ど
実
施

し
て
お
り
、
全
学
校
で
合
計
88
回
実

施
し
た
。
実
施
内
容
の
内
訳
と
し
て

は
、
音
楽
鑑
賞
が
46
回
、
演
劇
鑑
賞

が
19
回
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
鑑
賞
が

６
回
、
映
画
の
鑑
賞
が
８
回
、
そ
の

他
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
芸
術
の

鑑
賞
が
９
回
と
な
っ
て
い
る
。
開
催

場
所
と
し
て
は
、
主
に
学
校
の
体
育

館
を
利
用
し
て
い
る
。

　
　
　

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

【
認
定
第
１
号
】　
令
和
６
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
　
　

放
課
後
児
童
対
策
に
要
す
る

経
費
に
関
し
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
地
域
住
民
と

の
交
流
や
周
知
方
法
に
つ
い
て

　
　
　

地
域
住
民
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
な
ど
の
団
体
の
方
に
月

２
回
程
度
講
師
と
し
て
参
加
い
た
だ

き
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
人
形
劇

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。 

周
知
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
学

生
サ
ー
ク
ル
や
各
協
会
へ
事
業
内
容

に
関
す
る
周
知
を
行
い
、
今
後
は
交

流
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
展
開
も
検
討

し
て
い
る
。

　
　
　

ハ
ー
ド
面
お
よ
び
ソ
フ
ト
面

で
の
課
題
に
つ
い
て

　
　
　

ハ
ー
ド
面
の
課
題
は
、
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
で
あ
り
、

夏
場
に
子
供
が
思
い
切
り
体
を
動
か

せ
る
場
所
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
、

活
動
に
使
用
す
る
部
屋
に
つ
い
て
、

常
時
使
用
で
き
る
専
用
の
部
屋
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

ソ
フ
ト
面
の
課
題
は
、
指
導
員
の
確

保
や
移
動
時
の
誘
導
方
法
な
ど
の
体

制
の
整
備
、
指
導
員
間
の
意
識
統
一

の
た
め
の
指
導
で
あ
る
。

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

　
　
　

利
用
料
金
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

　
　
　

回
答
数
1
1
7
件
の
う
ち
、

最
も
多
か
っ
た
回
答
は
3
0
0
0
円

で
28
件
、
次
い
で
2
0
0
0
円
で

24
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
自
由
記
述

で
あ
っ
た
た
め
、
金
額
が
低
い
も
の

で
０
円
と
い
う
回
答
が
２
件
、
高
い

も
の
で
１
万
円
以
上
の
回
答
が
４
件

あ
っ
た
。

【
認
定
６
号
】　
令
和
６
年
度
つ
く
ば

市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　

総
務
費　

介
護
認
定
審
査
会

に
要
す
る
経
費
に
関
し
、
介
護
認
定

審
査
会
の
概
要
お
よ
び
認
定
の
割
合

に
つ
い
て　
　
　

　
　
　

医
療
職
や
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど

医
療
保
健
福
祉
に
精
通
し
て
い
る
学

識
経
験
者
を
委
員
と
し
て
任
命
し
、

審
査
判
定
を
し
て
い
る
。
一
つ
の
合

議
体
に
委
員
が
５
名
ず
つ
、
全
部
で

８
合
議
体
を
設
置
し
て
い
る
。
認
定

調
査
の
結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
を

基
に
、
一
次
判
定
結
果
の
妥
当
性
の

確
認
お
よ
び
最
終
的
な
二
次
判
定
を

行
っ
て
い
る
。
全
て
が
要
介
護
認
定

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
要
介
護
、

要
支
援
状
態
で
な
い
と
判
断
さ
れ
れ

ば
非
該
当
に
な
る
。
令
和
６
年
度
は

46
件
非
該
当
に
な
り
、
認
定
率
は
99
・

26
％
だ
っ
た
。

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

会　計　名 歳　　入 歳　　出
【認定第１号】

一般会計
1,227 億 2,695 万 3,189 円

前年度比 3.3％増
1,172 億 9,557 万 3,778 円

前年度比 4.1％増

特別会計

【認定第２号】
国民健康保険

190 億 3,749 万 8,681 円
前年度比 1.0％減

187 億 9,589 万 3,423 円
前年度比 1.3％減

【認定第３号】
後期高齢者医療

30 億 3,268 万 7,388 円
前年度比 15.4％増

30 億 2,336 万 5,016 円
前年度比 15.2％増

【認定第４号】
作岡財産区

10 万 1,827 円
前年度比 1.8％増

10 万 1,827 円
前年度比 1.8％増

【認定第５号】
公平委員会

91 万 4,491 円
前年度比 40.0％増

69 万 4,132 円
前年度比 65.7％増

【認定第６号】
介護保険事業

149 億 3,612 万 3,586 円
前年度比 0.3％増

146 億 7,404 万 3,380 円
前年度比 1.9％増

【議案第 28号】
水道事業会計

収益的収入
および支出 65 億 2,608 万 1,115 円 55 億 6,735 万 3,439 円

資本的収入
および支出 24 億 9,278 万 5,270 円 42 億 2,534 万 6,996 円

【議案第 29号】
下水道事業会計

収益的収入
および支出  109 億 1,636 万 5,029 円 100 億 4,537 万 6,944 円

資本的収入
および支出 37 億 1,935 万 1,651 円 55 億 2,878 万 5,929 円

　
９
月
定
例
会
議
で
付
託
さ
れ
た

補
正
予
算
な
ど
に
加
え
、
令
和
６

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
な
ど
を
審
査
す
る
た
め
、
予
算

決
算
委
員
会
お
よ
び
各
分
科
会
を

開
催
し
た
。

令和６年度
決算認定

議案など詳細
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【
議
案
第
30
号
】　	

令
和
７
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　

衛
生
費　

塵じ
ん
か
い芥
処
理
に
要
す

る
経
費
に
関
し
て
、
粗
大
ご
み
受
付

シ
ス
テ
ム
の
変
更
点
に
つ
い
て

　
　
　

今
回
の
変
更
は
、
現
行
の
粗

大
ご
み
受
付
シ
ス
テ
ム
に
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
な
ど
で
支
払
う
た
め
の
電

子
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
上
乗
せ
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
築
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
予
約
の
際
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
な
ど
の
電
子
決
済
に
よ
っ
て

手
数
料
の
支
払
い
を
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
が
予
約
後
に
お
店
に
粗
大
ご

み
処
理
券
を
買
い
に
行
く
手
間
が
な

く
な
る
。
ご
み
の
出
し
方
は
現
行
と

同
じ
だ
が
、
粗
大
ご
み
処
理
券
を
購

入
し
な
い
分
、
自
分
で
ご
み
に
予
約

番
号
を
書
い
て
出
し
て
も
ら
う
形
に

な
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電

子
決
済
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
く
、

粗
大
ご
み
処
理
券
を
お
店
で
買
う
方

に
も
対
応
で
き
る
。

　
　
　

【
認
定
第
１
号
】　
令
和
６
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
　
　

土
木
費　

施
設
整
備
に
要
す

る
経
費
に
関
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

新
設
・
修
繕
に
お
け
る
、
区
会
が
な

い
地
域
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
　
区
会
な
ど
が
な
い
場
合
は
、

周
辺
住
民
３
名
以
上
の
署
名
に
よ
り

申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
、
具
体
的

な
要
望
箇
所
を
伝
え
て
も
ら
い
、
現

地
を
確
認
後
に
設
置
の
検
討
を
し
て

い
る
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、
区
会
な

ど
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
請
な
ど

は
必
要
な
く
、
修
繕
箇
所
を
メ
ー
ル

や
電
話
な
ど
で
受
け
付
け
て
お
り
、

修
繕
が
必
要
な
場
合
は
、
で
き
る
限

り
速
や
か
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　
道
路
管
理
事
務
に
要
す
る
経

費
に
関
し
、
ア
ダ
プ
ト
・
ア
・
ロ
ー

ド
の
活
動
団
体
お
よ
び
団
体
に
対
す

る
働
き
か
け
に
つ
い
て

　
　
　
登
録
し
て
い
る
団
体
は
31
団

体
で
、
そ
の
内
訳
は
、
市
民
団
体
が

22
団
体
、
民
間
事
業
者
が
２
団
体
、

N
P
O
法
人
が
４
団
体
、
社
会
福
祉

法
人
が
１
団
体
、
公
益
財
団
法
人
が

２
団
体
で
あ
る
。
団
体
に
対
す
る
働

き
か
け
に
つ
い
て
は
、
S
N
S 

お
よ

び
動
画
配
信
な
ど
で
発
信
し
て
い
る
。

質
疑

答
弁

質
疑

【
議
案
第
50
号
】　
つ
く
ば
市
下
水
道

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　
　
つ
く
ば
市
上
下
水
道
審
議
会

に
お
い
て
基
本
使
用
料
が
1
7
0
0 

円
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

　
　
　

使
用
水
量
の
多
寡
に
よ
ら
ず

発
生
す
る
固
定
的
な
経
費
を
基
本
使

用
料
で
賄
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

使
用
料
収
入
で
賄
う
べ
き
経
費
に
占

め
る
固
定
的
経
費
の
割
合
に
基
づ
い

て
基
本
使
用
料
を
高
く
設
定
す
る
と
、

経
営
上
の
観
点
か
ら
は
理
想
的
だ
が
、

基
本
使
用
料
を
大
き
く
引
き
上
げ
る

と
小
口
事
業
者
の
改
定
率
な
ど
が
大

き
く
な
る
た
め
、
基
本
使
用
料
は
２

か
月
で
１
７
０
０ 

円
と
審
議
さ
れ
た
。

　
　
　
１
つ
の
指
標
と
し
て
、
累
進
度

が
高
い
場
合
は
大
口
使
用
者
の
負
担
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
県
内
の
累

進
度
に
開
き
が
な
い
自
治
体
は
、
ほ
と

ん
ど
基
本
水
量
を
設
け
て
お
り
、
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
は
累
進
度
と
使
用
料
に

あ
ま
り
関
係
が
な
い
と
思
う
。
累
進
度

が
高
い
自
治
体
は
基
本
水
量
を
設
け
て

お
ら
ず
、
つ
く
ば
市
は
基
本
水
量
を
設

け
て
い
な
い
た
め
、
累
進
度
が
高
ま
っ

て
も
あ
ま
り
問
題
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。
企
業
の
転
出
な
ど
を
招
く
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
2
0
0
立
米
以
上
の
大

口
使
用
者
は
少
な
い
た
め
、
上
下
水
道

審
議
会
で
示
さ
れ
た
累
進
度
で
問
題
な

い
と
考
え
る
。
全
体
的
な
値
上
げ
は
老

朽
化
対
策
や
管
路
の
更
新
に
必
要
で
あ

り
、今
回
の
改
正
内
容
で
良
い
と
思
う
。

【
認
定
第
１
号
】　
令
和
６
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
　
　
　
　

　
　
　
総
務
費
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
に
関
し
て
、

備
品
購
入
費
が
95
万
円
の
増
額
と

な
っ
た
主
な
理
由
に
つ
い
て

　
　
　

利
用
者
か
ら
の
要
望
の
多
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
を
充
実
さ
せ
る
目
的
で
、
乳
幼
児

用
遊
具
約
44
万
円
、
移
動
式
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
約
48
万
円
、
受
付
事
務
室
内

の
プ
リ
ン
タ
ー
故
障
に
伴
う
新
し
い

プ
リ
ン
タ
ー
２
万
５
千
円
の
購
入
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
農
林
水
産
業
費　

森
林
保
全

に
要
す
る
経
費
に
関
し
て
、
木
育
事

業
の
参
加
人
数
が
目
標
値
よ
り
も
３

倍
以
上
多
く
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

　
　
　

当
初
木
育
事
業
を
10
回
開
催

す
る
予
定
で
、
各
50
人
を
参
加
の
予

定
を
し
て
い
た
が
、
参
加
者
か
ら
も
っ

と
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を

受
け
、25
回
開
催
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

参
加
者
が
1
7
2
6
名
と
な
っ
た
。

質
疑

質
疑

答
弁

質
疑

答
弁

答
弁

　
　
　
　
　

今
回
の
補
正
予
算
は
、

幅
広
い
世
代
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
体
制
を
整
え
る
も
の
で
あ
る
。
財

政
運
営
に
必
要
な
対
応
も
含
ま
れ
て

お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、

令
和
８
年
度
以
降
の
事
業
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
欠
か
せ
な
い
内
容
で
あ

る
。
十
分
に
精
査
さ
れ
て
お
り
、
必

要
か
つ
妥
当
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

【
議
案
第
50
号
】　
つ
く
ば
市
下
水
道

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　
　

  

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　

　
　
　
　
　

令
和
６
年
度
決
算
で
約

７
億
円
の
純
利
益
が
あ
り
、
令
和
５

年
度
よ
り
増
額
し
て
い
る
。
物
価
高

で
市
民
生
活
が
厳
し
い
中
、
下
水
道

料
金
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
な
く
、

反
対
す
る
。

　
　
　
　
　

使
用
料
の
改
定
は
、
経

営
課
題
を
解
決
し
、
安
定
し
た
事
業

を
継
続
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

経
営
安
定
化
の
た
め
基
本
使
用
料
を

引
き
上
げ
つ
つ
、
市
民
生
活
に
配
慮

し
た
内
容
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　

下
水
道
は
重
要
な
イ
ン

フ
ラ
で
あ
り
、
将
来
に
わ
た
り
安
定

的
な
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。
経
費
回

収
率
の
低
下
や
法
定
耐
用
年
数
を
超

え
た
管か

ん
き
ょ渠

の
割
合
の
急
増
も
あ
り
、

老
朽
化
対
策
工
事
を
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
。
低
所
得
世
帯
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
福
祉
減
免
拡
大
の
検

討
を
要
望
し
た
上
で
賛
成
す
る
。

【
認
定
第
１
号
】　
令
和
６
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

   　
　

  

▼
審
査
結
果
＝
認
定
す
べ
き

　
　
　
　
　

令
和
６
年
度
つ
く
ば
市

一
般
会
計
予
算
で
は
、
議
員
報
酬
の

引
き
上
げ
や
、
学
校
給
食
費
無
償
化

の
要
望
が
実
現
さ
れ
な
い
内
容
で
あ

り
反
対
し
た
。
予
算
に
反
対
し
た
た

め
決
算
に
も
反
対
す
る
。　
　
　
　

　　
　
　
　
　

つ
く
ば
市
未
来
構
想
で

掲
げ
る
持
続
可
能
都
市
の
実
現
の
た

め
、
必
要
な
施
策
を
着
実
か
つ
効
率

的
に
実
施
し
た
と
認
め
ら
れ
、
財
政

調
整
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
医

療
福
祉
費
や
民
間
保
育
所
運
営
委
託

料
の
増
額
へ
の
対
応
な
ど
に
効
果
的

に
使
用
し
つ
つ
、
健
全
な
財
政
運
営

に
必
要
な
残
高
を
維
持
し
て
い
る
と

評
価
で
き
る
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
積

極
的
に
対
応
し
た
と
考
え
賛
成
す
る
。

【
議
案
第
30
号
】　
令
和
７
年
度
つ
く

ば
市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

　
　
　

  

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　
　
　

約
21
億
円
の
剰
余
金
を

補
正
予
算
で
全
て
基
金
に
入
れ
て
い

る
が
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実
現

す
る
な
ど
、
年
度
内
の
歳
入
は
全
て

市
民
へ
還
元
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
市
民
に
還
元
さ
れ
て
い
な

い
今
回
の
補
正
予
算
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

答
弁

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

質
疑

意
見

答
弁

市
民
経
済
分
科
会

都
市
建
設
分
科
会

予
算
決
算
委
員
会

コミュニティ棟キッズスペース
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第
三
者
委
員

会
は
設
置
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

報
告
書
も
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
こ
れ
以
上
、
庁
内
で
調
査

を
し
て
も
何
も
改
善
は
見
込
め
な
い
。

全
く
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
委
員

会
を
作
り
、
職
員
が
忖
度
な
く
答
え

ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
、
再

発
防
止
策
を
第
三
者
委
員
会
に
提
案

し
て
も
ら
う
べ
き
だ
と
考
え
る
た
め
、

賛
成
す
る
。

【
議
案
第
40
号
】　
つ
く
ば
市
職
員
旅

費
条
例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

　
　  

　
　　
　
　
　
　
　
修
正
可
決

託
費
用
を
確
認
し
て
お
り
、
遅
く
と

も
令
和
８
年
４
月
の
設
置
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
　
　

調
査
期
間
に
該
当
す
る
全
職

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
な
か
っ
た
理
由

　
　
　

福
祉
部
報
告
で
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
の
対
象
者
は
、
そ
の
内
容
に
応
じ

て
対
象
の
期
間
に
社
会
福
祉
課
に
在

籍
し
た
職
員
に
実
施
し
た
。
内
容
に

応
じ
、
ほ
ぼ
全
職
員
に
実
施
し
た
も

の
も
あ
れ
ば
、
全
職
員
を
対
象
と
せ

ず
と
も
事
実
や
状
況
が
確
認
で
き
れ

ば
足
り
る
た
め
、
必
要
な
対
象
者
に

実
施
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

該
当
の
期
間
に
社
会
福
祉
課
に
所
属

し
て
い
た
職
員
の
一
部
の
場
合
が
あ

る
が
、
十
分
な
調
査
結
果
が
得
ら
れ

た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

現
時
点
に
お

い
て
は
第
三
者
に
よ
る
調
査
を
行
う

必
要
は
な
い
と
考
え
る
。
理
由
と
し

て
、
第
一
に
、
茨
城
県
に
よ
る
監
査

が
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
遅
く
と
も

令
和
８
年
４
月
ま
で
に
外
部
通
報
窓

口
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
第
三
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
働
か
せ
る
体
制
が
整
う
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
将
来
的
に
不
適
切
な

事
務
処
理
が
放
置
さ
れ
る
際
に
は
、

第
三
者
に
よ
る
調
査
を
議
会
と
し
て

求
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
仮
に
、
令
和
７
年
６
月
の
報
告

書
の
内
容
が
不
十
分
で
再
発
防
止
策

に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
こ
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
よ
り
是
正
が
図
ら

れ
る
と
考
え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

【
議
案
第
49
号
】　
つ
く
ば
市
水
道
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　  

　
▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き 

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
緊
急
時
の
対
応

お
よ
び
つ
く
ば
市
の
指
定
業
者
が
他

の
自
治
体
に
行
く
場
合
の
対
応

　
　
　

こ
れ
ま
で
、
条
例
に
基
づ
き

市
が
指
定
し
た
業
者
に
依
頼
し
て
修

繕
を
行
っ
て
い
た
。
東
日
本
大
震
災

の
時
も
市
が
指
定
し
た
業
者
に
よ
る

緊
急
対
応
で
問
題
は
な
か
っ
た
。
市

の
指
定
業
者
が
他
の
自
治
体
に
行
く

場
合
、
他
の
自
治
体
も
同
様
に
条
例

を
改
正
し
て
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　

【
請
願
７
第
４
号
】　
つ
く
ば
市
「
生

活
保
護
業
務
等
の
不
適
切
な
事
務
処

理
」
の
原
因
究
明
を
求
め
る
請
願
書

　  

▼
審
査
結
果
＝
不
採
択
と
す
べ
き

  

※
趣
旨
採
択
の
提
案
は
否
決
さ
れ
た

　
　
　

公
益
通
報
の
た
め
の
外
部
通

報
窓
口
設
置
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

茨
城
県
弁
護
士
会
に
外
部
相

談
員
の
推
薦
可
否
を
照
会
し
、
弁
護

士
会
の
業
務
改
善
委
員
会
に
お
い
て

検
討
さ
れ
た
結
果
、
推
薦
に
向
け
た

検
討
が
可
能
と
回
答
を
得
た
。
現
在
、

紹
介
さ
れ
た
法
律
事
務
所
な
ど
と
委

委
員
会

委
員
会
で
の
で
の

審
査
審
査

【
議
案
第
45
号
】　
つ
く
ば
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　

　
　
　
事
業
支
援
室
の
利
用
期
間
を

３
年
か
ら
５
年
に
延
長
し
た
理
由
に

つ
い
て

　
　
　

つ
く
ば
市
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
は
技
術
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た

と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
な
ど
と
比

べ
る
と
成
長
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

か
ら
、
３
年
で
は
短
い
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
３
年
と
い

う
早
い
サ
イ
ク
ル
で
成
長
を
促
し
て

き
た
が
、
２
年
延
長
し
、
５
年
か
け

て
し
っ
か
り
と
成
長
を
支
援
し
た
上

で
市
内
の
オ
フ
ィ
ス
に
移
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
市
の
支
援
と
し
て
望
ま
し

い
と
考
え
、
５
年
に
延
長
し
た
。

【
議
案
第
43
号
】　
つ
く
ば
市
保
健
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　
　
　  

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き

　
　
　

茎
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
を
茎
崎

交
流
セ
ン
タ
ー
別
館
と
し
て
改
修
し

た
場
合
に
、
引
き
続
き
実
施
す
る
予

定
の
保
健
事
業
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

　
　
　

健
診
事
業
の
ほ
か
に
、
健
康

に
関
す
る
相
談
事
業
を
実
施
す
る
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
穂

保
健
セ
ン
タ
ー
同
様
に
、
既
に
実
施

し
て
い
な
い
。
茎
崎
交
流
セ
ン
タ
ー

別
館
に
は
専
門
職
を
配
置
せ
ず
、
必

要
に
応
じ
て
谷
田
部
保
健
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
な
ど
が
出
向
き
、
成
人
保

健
事
業
を
実
施
す
る
。

【
議
案
第
55
号
】　
財
産
の
取
得
に
つ

い
て

　
　
　  

▼
審
査
結
果
＝
可
決
す
べ
き 

　
　
　
現
在
設
置
し
て
い
る
ピ
ア
ノ

に
つ
い
て
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
で
な

く
更
新
を
必
要
と
し
た
理
由

　
　
　

現
在
設
置
し
て
い
る
ピ
ア
ノ

は
、
市
民
ホ
ー
ル
く
き
ざ
き
の
開
館

時
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
40
年
間
、

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。 

軽
微
な
修
繕
を
施
し
な
が
ら
使
用
を

続
け
て
き
た
が
、
ピ
ア
ノ
全
体
の
オ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
は
一
度
も
行
わ
れ
て
お

ら
ず
、
現
在
で
は
、
経
年
劣
化
が
著

し
い
状
態
で
あ
る
。 

特
に
ピ
ア
ノ
の

心
臓
部
で
あ
る
響
板
の
劣
化
が
進
行

し
、 

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
、
オ
ー
バ
ー

ホ
ー
ル
が
可
能
な
時
期
を
過
ぎ
て
い

る
た
め
、
本
来
の
音
質
を
取
り
戻
す

こ
と
は
困
難
と
の
見
解
を
受
け
て
い

る
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
新

し
い
ピ
ア
ノ
を
導
入
す
る
こ
と
し
た
。

答
弁

答
弁

答
弁

総
務
文
教
委
員
会

福
祉
保
健
委
員
会

市
民
経
済
委
員
会

都
市
建
設
委
員
会

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑請

願
審
査
特
別
委
員
会

請
願
７
第
４
号
を
審
査
す
る
た
め
、
総
務
文

教
委
員
お
よ
び
福
祉
保
健
委
員
か
ら
な
る
請

願
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

質
疑

質
疑

本
会
議
で
の
審
議

修正案 原案

主な
修正内容

条例第 11 条第２項第３号、条例第 13 条
 ・市長が外国旅行の際に運賃の等級が 3以上に区分
　された航空機を利用する場合は、航空賃は最上級
　の直近下位の級の運賃区分とする。
・市長の宿泊費を省令別表第 2の内閣総理大臣等の
　欄に定める額に相当する額から、指定職員等の欄
　に定める額に相当する額とする。

ー

提出者 小森谷さやか議員　川田　青星　議員
川村　直子　議員　あさのえくこ議員 市長

修
正
案
に
賛
成
の
討
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長
が
外

国
旅
行
を
行
う
際
に
、
航
空
券
の
運

賃
が
３
等
級
以
上
に
区
分
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
最
も
上
位
の
等
級
を
利

用
で
き
る
こ
と
に
す
る
規
定
、
さ
ら

に
市
長
の
宿
泊
費
を
国
家
公
務
員
の

旅
費
規
程
で
定
め
る
別
表
第
２
の
内

閣
総
理
大
臣
等
の
額
に
相
当
す
る
水

準
と
す
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
反
対

の
立
場
で
あ
る
。
市
長
の
職
務
の
重

要
性
を
踏
ま
え
た
と
し
て
も
、
航
空

機
に
お
い
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の

利
用
を
認
め
る
こ
と
や
宿
泊
費
を
総

理
大
臣
等
と
同
額
と
す
る
こ
と
は
、

市
民
感
覚
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て

お
り
、
行
政
の
効
率
性
、
公
平
性
の

観
点
か
ら
も
到
底
容
認
で
き
な
い
。

特
に
、
こ
の
よ
う
な
物
価
高
騰
や
財

政
健
全
化
が
強
く
求
め
ら
れ
る
時
代

に
、
最
上
位
の
飛
行
機
利
用
や
総
理

大
臣
と
同
額
の
宿
泊
費
を
当
然
と
す

る
よ
う
な
議
案
を
市
長
自
ら
提
出
し

た
こ
と
に
強
い
違
和
感
を
覚
え
る
。

市
民
の
負
託
を
受
け
た
長
と
し
て
の

姿
勢
を
疑
わ
ざ
る
を
得
ず
、
到
底
理

解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
で
、

今
回
修
正
案
で
出
さ
れ
た
議
案
に
お

い
て
は
、
航
空
機
の
利
用
に
つ
い
て

最
上
位
等
級
で
は
な
く
、
よ
り
妥
当

な
水
準
に
と
ど
め
て
い
る
こ
と
、
宿

泊
費
に
つ
い
て
も
総
理
大
臣
等
で
な

く
、
指
定
職
職
員
等
の
額
に
相
当
す

る
水
準
に
改
め
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

ら
の
修
正
に
よ
り
、
市
民
に
説
明
す

る
こ
と
が
可
能
な
規
定
と
な
り
、
行

政
の
透
明
性
、
妥
当
性
を
担
保
で
き

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
評
価
す
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
修
正
案
に
賛
成

す
る
。

請
願
に
反
対
の
討
論

請
願
に
賛
成
の
討
論
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期
日　
令
和
７
年
７
月
29
日
～
７
月
31
日

場
所　
大
阪
府
摂
津
市
・
大
阪
府
吹
田
市

　
　
　
大
阪
府
茨
木
市

内
容　
摂
津
市
で
は
「
水
害
対
応
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、
地
域
版
防
災
マ
ッ
プ
」
に
つ
い
て

視
察
し
た
。
広
域
避
難
に
つ
い
て
は
、
周
辺

の
４
市
１
町
と
災
害
時
の「
相
互
応
援
協
定
」

を
締
結
し
、
水
害
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
全

戸
配
布
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
広
域
避
難
の

啓
発
に
関
わ
る
取
り
組
み
と
し
て
小
学
校
区

単
位
で
の
啓
発
冊
子
の
作
成
も
進
め
て
い
る
。

　
吹
田
市
で
は
「
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
に
つ
い
て
視
察
し

た
。
配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
の
学
び
の
場
の

選
択
に
つ
い
て
は
、
本
人
・
保
護
者
と
の
合

意
形
成
の
も
と
決
定
し
て
い
る
。
令
和
６
年

度
に
「
巡
回
指
導
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
通

級
に
よ
る
指
導
の
利
用
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

　

茨
木
市
で
は
「
Ｄ
Ｘ
推
進
」
に
つ
い

て
視
察
し
た
。
令
和
３
年
７
月
に
17
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
具
体

摂津市

茨木市

化
し
た
「
Ｄ
Ｘ
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

- 

S
t
a
r
t
U
p
！
E
d
i
t
i
o
n
 -

」

を
策
定
。
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
と
し
て

ス
マ
ホ
相
談
の
実
施
や
、
相
談
業
務
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
の
推
進
と
し
て
リ
モ
ー
ト
接
客
を

試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
取
り
組
み
も
、
大
変
に
参
考
に

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
学
び
を
生
か

し
、
つ
く
ば
市
の
行
政
運
営
の
発
展
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

期
日　
令
和
７
年
７
月
30
日
～
８
月
１
日

場
所　
千
葉
県
千
葉
市
・
長
崎
県
長
崎
市

　
　
　

 

福
岡
県
福
岡
市

内
容　
千
葉
市
で
は
、「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
事
業
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
安
全
・
安

心
な
居
場
所
と
学
び
の
き
っ
か
け
の
提
供
を

基
本
理
念
と
し
、
自
由
遊
び
に
加
え
、
地
域

住
民
や
保
護
者
の
参
画
に
よ
る
多
様
な
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
長
崎
市
で
は
、「
全
天
候
型
子
ど
も
遊
戯

施
設
（
あ
ぐ
り
ド
ー
ム
）」
に
つ
い
て
視
察

し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
幅

広
い
年
齢
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環

境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
親
子
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
。

　

福
岡
市
で
は
、「
福
岡
市
中
央
児
童
会

館
「
あ
い
く
る
」」
と
、「
福
岡
市
立
発
達
障

が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
」」に
つ
い
て
視
察
し
た
。「
あ
い
く
る
」

は
、
遊
び
や
学
び
、
交
流
な
ど
の
機
会
を
提

供
し
、
幅
広
い
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
っ
て

い
る
。「
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
」
は
、
発
達

障
害
に
関
す
る
相
談
支
援
や
家
族
支
援
を
行

い
、
あ
い
く
る
と
連
携
し
て
専
門
的
支
援
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
、
つ
く
ば
市
の
抱
え
る
課
題
に

対
し
て
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
市
政
発
展
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

期
日　
令
和
７
年
８
月
５
日
～
８
月
７
日

場
所　
宮
城
県
角
田
市

　
　
　
宮
城
県
東
松
島
市
・
宮
城
県
仙
台
市

内
容　
角
田
市
で
は
「
中
山
間
地
農
業
の

多
様
性
と
若
手
農
業
者
の
育
成
」
に
つ
い
て

視
察
し
た
。
自
立
し
た
農
業
経
営
体
の
育
成

を
目
的
に
角
田
市
農
業
振
興
公
社
を
設
立
し
、

あ
ぶ
く
ま
農
学
校
で
の
農
業
人
材
育
成
、
経

営
改
善
支
援
な
ど
の
事
業
に
よ
り
地
域
農
業

を
推
進
し
て
い
る
。

　
東
松
島
市
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
震
災
後
、
創
造

的
復
興
を
目
指
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、
中
間
支
援

組
織
を
設
立
し
、
ス
マ
ー
ト
防
災
エ
コ
タ
ウ

ン
事
業
や
地
域
新
電
力
事
業
を
進
め
た
。
ま

た
、
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
、
脱
炭

素
社
会
の
推
進
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地

消
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
仙
台
市
で
は
「
ハ
ナ
ミ
ド
リ
エ
」
に
つ
い

て
視
察
し
た
。
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
を
契

期
日　
令
和
７
年
８
月
６
日
～
８
月
８
日

場
所　
東
京
都
葛
飾
区

　
　
　
北
海
道
北
広
島
市
・
北
海
道
江
別
市

内
容　
葛
飾
区
で
は
、「
住
ま
い
の
防
犯
対

策
助
成
金
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。
区

民
が
住
宅
に
設
置
す
る
防
犯
設
備
に
対
す
る

助
成
金
制
度
に
つ
い
て
説
明
員
か
ら
説
明
を

受
け
、
強
盗
事
件
を
き
っ
か
け
に
防
犯
意
識

が
高
ま
る
区
で
の
防
犯
対
策
の
施
策
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

　
北
広
島
市
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
視
察
を
行

い
、
新
球
場
を
中
心
と
し
た
開
発
に
つ
い
て

学
ん
だ
。
球
場
を
含
む
全
体
の
事
業
用
地
は
、

北
海
道
全
体
の
地
域
活
性
化
効
果
を
見
込
ま

れ
て
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
が
実
現
し
て
お

り
、
現
在
長
期
エ
リ
ア
計
画
に
基
づ
い
て
開

発
が
進
ん
で
い
る
。

　
江
別
市
で
は
、「
上
水
道
の
広
域
化
」
に

つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。
市
の
水
源
の
１
つ

は
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
受
水
し
、
ま
た
札

幌
市
と
基
本
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
し
て
交

流
が
行
わ
れ
て
い
る
。
上
水
道
の
将
来
見
通

し
は
、
収
益
減
少
お
よ
び
更
新
需
要
の
増
大

で
経
営
悪
化
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
現
在
、

意
見
交
換
会
の
下
に
広
域
連
携
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
、
今
後
の
市
政
発
展
に
当
た
り

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

北広島市

東松島市

角田市

江別市

千葉市

福岡市

機
に
、
市
民
協
働
を
基
盤
と
し
た
花
と
み
ど

り
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
「
ハ
ナ
ミ
ド
リ

エ
」
を
開
始
し
た
。
知
る
、
楽
し
む
・
学
ぶ
、

行
動
す
る
の
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
戦
略
を
設
定

し
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
の
開
催
な
ど
を
通
じ

て
段
階
的
に
市
民
や
企
業
と
連
携
し
、
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
、
今
後
の
市
政
発
展
に
当
た
り

大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ジオパーク最終処分場福祉保健
委員会

総務文教
委員会

市民経済
委員会

都市建設
委員会
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